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specific localization index 
組織 131 (cpm!g) /1251 (cpm!g) 
血液 1311(cpm!g) /1251 (cpm!g) 
2.培養細胞 (FCC-l)を細胞膜透過性を変化させる
ため Iysolecithinまたは Periodate-Lysine -Par-
afo叩 laldehyde(PLP)で処理する。 Lysolecithinで処
理した細脆は RASK-3及びFITC結合山羊抗マウ






主論文 Immunoscintigraphy of H uman 合をみた。
Tumors Transplanted in N ude Mice 





























do記 spergram (組織 (cpm!g)/静注放射能量 (cpm)




































平成 3年 9月30日 長崎大学学報 (号外第113号 19
細胞による貧食作用等が考えられるが今後の検索が必 zation indexは，すべて他の臓器と比べ腫癒で明らか
要であると考えられた。 Iに高値であった。 lysole口th阻 または PLPで処理した
ras p21は多くの癌で増加しており腫蕩イメージン | 培養細胞株は RASK-3と結合し，この結合は放射活
グの targetantigenとしての有用性が期待できる。ま | 性のない RASK-3により濃度依存性に阻害された。
た他の細胞内抗原についても今後の検索が待たれる。 I 以上のように抗rasp21モノクロ一ナノレ抗体の 1m-
論文審査の結果の要旨 munoscintigraphyにおりる有用性が確認された。
加藤有史は，昭和57年 3月長崎大学医学部を卒業， I 以上が主論文の要旨である。医学研究科委員会は，
周年 6月長崎大学医学部附属病院第一内科医員(研修 | 審査委員の報告にもとづきこれを討論に付して審議し
医)となった。その後，昭和59年4月から 9月まで長 i た結果，本論文は Immunoscintigraghyについて重要
崎大学水産学部，同年10月から12月まで長崎大学医学 ! な所見を与え，医学の進歩に貢献するもので学位に値
部附属病院医員，昭和60年 1月から昭和61年6月まで | するものとして，合格と判定した。
国立佐賀病院，同年7月から10月まで長崎大学医学部 | 審査担当者 主査 教授 林 邦昭
附属病院医員，同年11月から12月まで石橋内科，昭和 | 副査 教 授 富 田 正 雄





Dmmunoscintigraphy of Human Tumors Trans-















Ti田ue/Bloodradioactivity ratio (T /B ratioJを求
めた。また 13ll標識 RASK-3と1251標識コントロ
ール抗体を同時に静注し，同様に各臓器の放射活性を







さまざまな濃度の RASI王 3と反応させた後， 1251標
識 RASK-3との結合を見た。その結果， 1251標識
RASK-3は静注7日後のシンナで3種の腫蕩とも明
らかに描出され，T /B ratio， % ID/g， specific locali 
